
 
 
 
目的 ビタミンC vitamin C（正式名称：アスコルビン酸ascorbic acid、分子式：C6H8O6）は、ヨウ素I2によって次のように 

酸化される。 
 
 
 
 
  作成したヨウ素溶液の濃度を決定し、濃度未知のアスコルビン酸水溶液の濃度を測定する。さらに、アスコルビン酸の熱耐

性を探るため、加熱後のアスコルビン酸を定量する。 
 
 〔用いる試薬〕 3.00×10－3mol/L Na2S2O3 チオ硫酸ナトリウム水溶液，ヨウ素液（ヨウ素 I2約0.4gを0.10mol/Lの 

ヨウ化カリウム水溶液KIaq1.0Lに溶解した溶液），デンプン水溶液，アスコルビン酸水溶液など 
 

実験１ ヨウ素溶液の濃度決定      
① 100mLビーカーに入ったヨウ素溶液（ヨウ素ヨウ化カリウム水溶液）をビュレットに入れる。 
② 50mLビーカーに入れた濃度既知（3.00×10－3mol/L）のチオ硫酸ナトリウム水溶液10.0mLをホールピペットで 

正確に量り取り、コニカルビーカーに入れ、これにデンプン水溶液を10滴程加える。 
③ ビュレットからヨウ素液を滴下し、コニカルビーカー内の色が消えずにかすかに青紫色を呈したところを終点とす

る。 
  ④ 実験を数回繰り返し、ヨウ素液の濃度を決定する。 

※ビュレットホールピペットは必要に応じて共洗いしたものを使用する（実験２以降も） 
 １回目 ２回目 ３回目 滴下量平均値 

滴定担当者     

滴下前の目盛り     

滴下後の目盛り     

滴下量 mL mL mL mL 
     
実験２ アスコルビン酸水溶液の濃度測定 

① 実験１のヨウ素液をビュレットに用意する。 
② 200mLビーカーに入ったアスコルビン酸水溶液をホールピペットで10.0mL量り取り、コニカルビーカーに入れ、こ

れにデンプン水溶液を10滴程加える。 
  ③ 実験１と同様にヨウ素液で滴定する。 

 １回目 ２回目 ３回目 滴下量平均値 

滴定担当者     

滴下前の目盛り     

滴下後の目盛り     

滴下量 mL mL mL mL 
 
＊補足 
今回の実験は、酸化剤として I2を用いている。I2以外の酸化剤として過マンガン酸カリウムなどがあるが、これらは酸化作 
用があまりに強く、ビタミンC以外の様々な物質をも酸化してしまうため、ビタミンCの量を正確に測定できない。また、ビ 
タミンC以外に酸化される物質が存在しない場合でも、前述よりさらに酸化反応が進むため、処理が複雑になる。このような 
理由で、この実験においてはヨウ素を用いた滴定がより適している。 

 

 
実験３，４は同時進行で 
実験３ 加熱後のアスコルビン酸水溶液の濃度測定 

① アスコルビン酸水溶液10.0mLをはかり取り試験管に入れる。同様に4本準備する。（内1本は予備） 
（実験４の分も合わせると、実際はこのタイミングで１０本準備しておく） 

② 500mＬビーカーに湯を 300mL 程度入れ（給湯器の湯）、マグネチックスターラーで加熱する（約 90℃）。約 90℃に

なったところでビーカーに試験管 4 本（実際は 10 本）を入れ、さらにビーカーに水をたすことで水温を 70℃にし、

15分間その温度で維持する。（左レバーは300℃に設定 右レバーで撹拌子の回転をレベル２に設定） 
   ③ 15分後に試験管（4本）をビーカーから出し、水冷する。 
   ④ 試験管からコニカルビーカーに液を移し(洗液も入れる)、実験１と同様にヨウ素液で滴定する。 

   ⑤ 同様な滴定をさらに2回行う。 

 1本目 2本目 3本目 滴下量平均値 

滴定担当者     

滴下前の目盛り     

滴下後の目盛り     

滴下量 mL mL mL mL 
 

実験４ 加熱時間によるアスコルビン酸の変化量をみる 
① アスコルビン酸水溶液10.0mLをはかり取り試験管に入れる。同様に6本準備する。 
② 500mＬビーカーに湯を入れ（給湯器の湯）、マグネチックスターラーで加熱する（約 90℃）。約 90℃になったところ

でビーカーに試験管6本を入れ、さらにビーカーに水をたすことで水温を70℃に維持し、規定の時間維持する。10分

～60分の10分ごとデータを取る。 
   ③ 加熱後に試験管をビーカーから出し、水冷する。 
   ④ 試験管からコニカルビーカーに液を移し(洗液も入れる)、実験１と同様にヨウ素液で滴定する。 
   
 
 
 
 
 
 
 
                        15分後のこのタイミングで実験３用の４本は抜き取り、滴定する。 
実験上の注意 
  ・基本的には中和滴定と同じ操作である。各器具の共洗いの必要性、滴定前のビュレットの先端部分にある気泡の除去、 

ホールピペットの扱い方、目盛りを読み取る際の桁数など、中和滴定の実験時に指導を受けたことをしっかり思い出すこと。 
  ・交代して全員が滴定操作を行い、特定の生徒だけが滴定を行うことがないように留意すること。 
  ・可能な限り滴定の回数を多くしてデータの信頼性を高められるよう、滴定操作を行っていない班員は次の滴定操作の準備 

（コニカルビーカーの洗浄、ホールピペットの共洗い、試料の準備など）をするなどして協力態勢を整えること。 
後片付け 
  ・デンプン水溶液以外は流してよい。ガラス器具は水道水で洗った後，純水をかけて仕上げる。 
  ・ビュレットは大きい流し台で洗浄（先が欠けないように注意）し、逆さまにしてビュレット台に固定し、元の位置へ戻す。 
  ・ホットスターラーは冷ましてから箱にしまう。 
実験結果の処理 
    ・実験１で、ヨウ素とチオ硫酸ナトリウムとの反応は I2 ＋ 2Na2S2O3 → 2NaI ＋ Na2S4O6 で表される。 
    ・実験２～４で、ヨウ素とアスコルビン酸との反応は I2 ＋ C6H8O6 → 2HI ＋ C6H6O6 で表される。 

時間(分) 10 20 30 40 50 60 

滴定担当者       

滴下前の目盛り       

滴下後の目盛り       

滴下量 mL mL mL mL mL mL 

ヨウ素滴定によるビタミンＣの定量 



他班のデータ 
加熱前（実験２の結果） 

加熱後（実験３の結果） 

加熱時間の変化（実験４の結果） 

 

1班 2班 3班 4班 5班 

mol/L mol/L mol/L mol/L mol/L 

6班 ７班 8班 9班 10班 

mol/L mol/L mol/L mol/L mol/L 

1班 2班 3班 4班 5班 

mol/L mol/L mol/L mol/L mol/L 

6班 ７班 8班 9班 10班 

mol/L mol/L mol/L mol/L mol/L 

 10分 20分 30分 

1班 mol/L mol/L mol/L 

2班 mol/L mol/L mol/L 

3班 mol/L mol/L mol/L 

4班 mol/L mol/L mol/L 

5班 mol/L mol/L mol/L 

6班 mol/L mol/L mol/L 

7班 mol/L mol/L mol/L 

8班 mol/L mol/L mol/L 

9班 mol/L mol/L mol/L 

10班 mol/L mol/L mol/L 

 40分 50分 60分 

1班 mol/L mol/L mol/L 

2班 mol/L mol/L mol/L 

3班 mol/L mol/L mol/L 

4班 mol/L mol/L mol/L 

5班 mol/L mol/L mol/L 

6班 mol/L mol/L mol/L 

7班 mol/L mol/L mol/L 

8班 mol/L mol/L mol/L 

9班 mol/L mol/L mol/L 

10班 mol/L mol/L mol/L 


